
　
「
秋
季
北
海
道
高
等
学
校
野
球
大
会
旭

秋
季
北
海
道
高
等
学
校
野
球
大
会
旭

川
支
部
予
選

川
支
部
予
選
」
決
勝
決
勝
が
10
月
８
日
（
日
）、

ス
タ
ル
ヒ
ン
球
場
で
行
わ
れ
、
野
球
部

は
旭
川
龍
谷
高
校
と
対
戦
し
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
全
校
応
援
を
実
施

決
勝
戦
は
全
校
応
援
を
実
施
し
、
熱
い

声
援
を
送
り
ま
し
た
。
両
チ
ー
ム
譲
ら

ぬ
投
手
戦
と
な
り
、
２
対
２
の
ま
ま
最

後
は
延
長
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
の
末
に
サ
ヨ

ナ
ラ
勝
ち
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

10
月
18
日
（
水
）
か
ら
は
「
第第
7676
回回

秋
季
北
海
道
高
等
学
校
野
球
大
会

秋
季
北
海
道
高
等
学
校
野
球
大
会
」
が

札
幌
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
、
野
球
部
は
１

回
戦
、
北
照
高
校
と
対
戦
し
ま
し
た
。

相
手
チ
ー
ム
に
２
点
先
行
さ
れ
る
も
２

点
を
返
し
、
延
長
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
で
支

部
決
勝
に
続
い
て
の
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
を

果
た
し
ま
し
た
。
２
回
戦
は
東
海
大
学

札
幌
付
属
高
校
と
対
戦
し
、
ミ
ス
が
重

な
り
惜
し
く
も
３
対
５
で
敗
れ
ま
し
た
。

　

主
将　

田
中
田
中  

稜
真
稜
真  

さ
ん
さ
ん
（
普
２
・
明

星
中
）「
南
北
海
道
の
強
豪
校
と
の
試
合

で
『
粘
り
強
く
や
る
こ
と
を
や
れ
ば
勝

粘
り
強
く
や
る
こ
と
を
や
れ
ば
勝

て
る
て
る
』
と
い
う
自
信

を
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
来
年
の

春
季
大
会
に
む
け
て

よ
り
一
層
精
進
し
ま

す
。」　

旭　実　だ　よ　り ２０２３年１０月２６日１０月号
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９
月
30
日
（
土
）、「
第第
2929
回
日
本
管

回
日
本
管

楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト
予
選
会

楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト
予
選
会
」
に
お
い

て
吹
奏
楽
部
が
録
音
審
査
を
通
過
し
、

高
等
学
校
Ｂ
部
門
で
の
全
国
大
会
出
場

高
等
学
校
Ｂ
部
門
で
の
全
国
大
会
出
場

（
２
年
ぶ
り
３
回
目
、
Ｂ
部
門
と
し
て

（
２
年
ぶ
り
３
回
目
、
Ｂ
部
門
と
し
て

は
初
）

は
初
）
を
決
め
ま
し
た
。
日
本
管
楽
合

奏
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
Ａ
部
門
が
小
編
成

（
15
〜
35
人
）、
Ｂ
部
門
が
大
編
成
（
36

　

10
月
５
日
（
木
）、
小
樽
市
で
行
わ
れ

た
「
第第
5757
回
高
文
連
全
道
高
等
学
校
音

回
高
文
連
全
道
高
等
学
校
音

楽
発
表
大
会

楽
発
表
大
会
」
で
は
吹
奏
楽
部
は
惜
し

　

10
月
11
日
（
水
）、
第
一
体
育
館
に
て

午
前
中
に
普
通
科
、
午
後
か
ら
は
工
業
・

商
業
科
で
「
芸
術
鑑
賞

芸
術
鑑
賞
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
津
軽
三
味
線
民
俗
音
楽

津
軽
三
味
線
民
俗
音
楽

ユ
ニ
ッ
ト
「
あ
べ

ユ
ニ
ッ
ト
「
あ
べ

や
」
さ
ん
を
お
招

や
」
さ
ん
を
お
招

き
し
、
津
軽
三
味

き
し
、
津
軽
三
味

線
・
民
謡
・
踊
り

線
・
民
謡
・
踊
り

な
ど
民
俗
芸
能

な
ど
民
俗
芸
能

を
堪
能
し
ま
し

を
堪
能
し
ま
し

た
。
た
。
途
中
、
生
徒

た
ち
の
参
加
も

あ
り
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

10
月
14
日
（
土
）、
15
日
（
日
）
の
２

日
間
、
札
幌
市
に
て
「
第第
6767
回
全
道
高

回
全
道
高

等
学
校
弁
論
大
会

等
学
校
弁
論
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
得得

能能  

夕
月
夕
月  

さ
ん
さ
ん
（
普
２
・
愛
宕
中
）
が
「
自

由
の
部
」
で
出
場
し
ま
し
た
。
自
身
が

人
以
上
）
と
な
り
ま
す
。

　

高
等
学
校
Ｂ
部
門
の
全
国
大
会
は

高
等
学
校
Ｂ
部
門
の
全
国
大
会
は
1010

月月
2929
日
（
日
）、
東
京
都
文
京
区
の
文
京

日
（
日
）、
東
京
都
文
京
区
の
文
京

シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
で
開
催

シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
、吹
奏
楽
部
は
前
半
の
部
２
番
目
（
９

時
56
分
～
10
時
７
分
）
に
「
夜
の
来
訪

夜
の
来
訪

者
～
Ｊ
．
Ｂ
．
プ
リ
ー
ス
ト
リ
ー
の
戯

者
～
Ｊ
．
Ｂ
．
プ
リ
ー
ス
ト
リ
ー
の
戯

曲
に
基
づ
い
て
～

曲
に
基
づ
い
て
～
」（
作
曲
：
松
下
倫
士
）

　　

1010
月月
1414
日
（
土
）、
大
雪

日
（
土
）、
大
雪

ク
リ
ル
ス
タ
ル
ホ
ー
ル
に
て

ク
リ
ル
ス
タ
ル
ホ
ー
ル
に
て

「
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
」
が

「
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
」
が

開
催
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ダ
ン
ス

サ
ー
ク
ル
の
元
気
溢
れ
る
ダ

ン
ス
や
、
太
鼓
部
の
迫
力
の

日
本
管
楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト

日
本
管
楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト  

予
選
通
過

予
選
通
過

吹奏楽部吹奏楽部

を
演
奏
し
ま
す
。
全
国
大
会
は
動
画
配

信
さ
れ
、「
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
」
で
オ
ン
ラ

イ
ン
視
聴
券
を
購
入
す
る
と
視
聴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

部
長　

治
部
治
部  

琉
仁
琉
仁  

さ
ん
さ
ん
（
普
３
・
北

門
中
）「
こ
の
度
は
、
管

楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト
の

Ｂ
部
門
で
の
全
国
大
会

に
初
め
て
出
場
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
を
目
標
に
、

表
現
豊
か
な
愛
の
こ
も
っ
た
演
奏
を
全

国
の
皆
さ
ん
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。」

全
道
弁
論
大
会 

得
能
さ
ん
が
優
秀
賞

全
国
総
文
祭
へ
の
出
場
決
定

全
道
音
楽
発
表
大
会

全
道
音
楽
発
表
大
会

惜
し
く
も
２
位

所
属
す
る
旭
山
サ
ー
ク
ル
の
活
動
を
通

じ
て
、
食
糧
問
題
や
人
の
つ
な
が
り
を

実
感
し
た
経
験
を
熱
弁
し
、優
秀
賞
（
２

優
秀
賞
（
２

位
）
位
）
に
輝
き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
来来

年
８
月
に
岐
阜
県
で
行
わ
れ
る
全
国
総

年
８
月
に
岐
阜
県
で
行
わ
れ
る
全
国
総

合
文
化
祭
へ
の
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

合
文
化
祭
へ
の
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

得
能 

夕
月 
さ
ん
「
全
道
大
会
で
優
秀

賞
を
い
た
だ
き
、
全
国
大
会
に
出
場
で

き
る
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
細
か
い
点
で
改
善
で
き
る
こ

と
が
あ
る
の
で
、
し
っ
か
り
練
習
し
て

全
国
大
会
で
は
悔
い
の
残
ら
な
い
様
、

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。」

く
も
２
位
（
優
秀
賞
）

２
位
（
優
秀
賞
）
で
全
国
大
会
出

場
ま
で
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

1111
月月
1818
日
（
土
）
に
は
、「
第
５
回
定

日
（
土
）
に
は
、「
第
５
回
定

期
演
奏
会
」
が
旭
川
市
民
文
化
会
館
で

期
演
奏
会
」
が
旭
川
市
民
文
化
会
館
で

行
わ
れ
ま
す
。

行
わ
れ
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

あ
る
撥
さ
ば

き
、
全
国
大

会
に
出
場
す

る
吹
奏
楽
部

の
演
奏
に
会
場
が
沸
き
ま
し
た
。
ま
た
、

ホ
ー
ル
で
は
図
書
局
の
俳
句
、
写
真
部
、

美
術
部
、
書
道
サ
ー
ク
ル
の
作
品
を
展

示
し
ま
し
た
。

　

旭
実
太
鼓
部 

部
長　

寺
山

　

寺
山  

仁仁  

さ
ん
さ
ん

（
自
３
・
春
光
台
中
）「
オ
ー
タ
ム
コ
ン

サ
ー
ト
が
部
活
動
３
年
間
で
の
最
後
の

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
練

習
し
て
き
た
こ
と
を
全
力
で
発
揮
で
き

て
楽
し
か
っ
た
で
す
。」

芸
術
鑑
賞

芸
術
鑑
賞

全
道
大
会
は
２
回
戦
敗
退

野
球
部　

秋
季
大
会

支
部
支
部  

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝

民
俗
芸
能
を
共
に
楽
し
む

民
俗
芸
能
を
共
に
楽
し
む

吹
奏
楽
　
太
鼓
　
ダ
ン
ス

吹
奏
楽
　
太
鼓
　
ダ
ン
ス

　　  

写
真
　
美
術

写
真
　
美
術

　
　
　
書
道
　
俳
句

　
　
　
書
道
　
俳
句!!

Ｂ
部
門

Ｂ
部
門
で
の
で
の

初初
のの

全
国
大
会
へ

全
国
大
会
へ

Ｂ
部
門

Ｂ
部
門
で
の
で
の

初初
のの

全
国
大
会
へ

全
国
大
会
へ


